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国内学会発表 2 堀内優奈, ⼭崎あずさ, 藤井祐葵, ⻲⽥貴寛, 市村直也, 喜納勝成, 三宅⼀徳, 東⽥修⼆, ⼾塚実, 三井⽥孝, ⼤川⿓之介.免疫グロブリン⾼値検体のコレステロール引き抜き能評
価. 第53回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会, 京都, 2021年10⽉23-24⽇

国内学会発表 3 出居真由美, 阿部雅明，⽥中基嗣，中⽥純⼀郎，⼀⾊美和，樋野興夫，三井⽥孝. 腹膜透析患者における腹膜透析排液中のERC/mesothelin と腹膜中⽪細胞の関連.　第
61回⽇本臨床化学会年次学術集会, 福岡、2021年11⽉5-7⽇

国内学会発表 4 相良利栄⼦，平⼭哲，上野剛，甲斐敬⼈，三井⽥孝.周産期における⺟体および胎盤由来リポ蛋⽩リパーゼ変動の解析.第61回⽇本臨床化学会年次学術集会, 福岡、2021年
11⽉5-7⽇

国内学会発表 5 ⻑⾕川⼤樹，⽇向正信，⼭本剛正，脇⽥満，三澤成毅，平⼭哲，三井⽥孝. Suppl. 1: 219, 2021  ALT の緊急異常値報告が迅速な臨床診断に有⽤であった薬物性肝障
害の3症例.　第61回⽇本臨床化学会年次学術集会, 福岡、2021年11⽉5-7⽇

国内学会発表 6 堀内優奈，⻲⽥貴寛，市村直也，喜納勝成，三宅⼀徳，東⽥修⼆，⼾塚実，三井⽥孝，⼤川⿓之介.無細胞系コレステロール引き抜き能評価法における⾎清のポリエチレング
リコール処理条件の検討.第61回⽇本臨床化学会年次学術集会, 福岡、2021年11⽉5-7⽇

国内学会発表 7 本間久⼦, ⼩岩井宏⼦, 脇⽥満, ⼤澤和彦, 三澤成毅, 平⼭哲, 三井⽥孝.採⾎室のリニューアルを契機とした国際基準に合致した外来採⾎業務改善への取り組み．第68回⽇本
臨床検査医学会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇



国内学会発表 8 半藤徹也, 藍智彦, 堀敦詞, 堀内優奈, 稲葉悠, 三澤成毅, 牧⼭武, 堀江稔,三井⽥孝.拡張型⼼筋症および不整脈症候群で発現されたTCAP遺伝⼦変異の分類に関する検討.
第68回⽇本臨床検査医学会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇

国内学会発表 9 岡⽥知⼰, ⼟屋浩⼆, ⽵村浩之, 脇⽥満, 三澤成毅, ⽥部陽⼦, 三井⽥孝. ポイント・オブ・ケア・テストによるCOVID-19のスクリーニング検査の有⽤性. 第68回⽇本臨床検査医学
会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇

国内学会発表 10 平⼭哲, 上野剛, 堀敦詞, 稲葉悠, 兼松健也, ⾼瀬嘉之, ⼭⾕琴⼦, 杉原匡美, ⽥中君枝, 出居真由美, 三井⽥孝.健常ボランティア男性における空腹時遊離グリセロール濃度はイ
ンスリン感受性を反映する.第68回⽇本臨床検査医学会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇

国内学会発表 11 杉原匡美, 平⼭哲, 三井⽥孝.当院の急性冠症候群における⾎清CK値の変動.　第68回⽇本臨床検査医学会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇

国内学会発表 12 出居真由美, ⼭本剛正, 堀敦詞, ⽥中君枝, 脇⽥満, 平⼭哲, ⼭⾕琴⼦, 上野剛, 箕輪健太郎, 中⽥純⼀郎, 松⼭秀⼆郎, 三宅⼀徳, 三井⽥孝.Alanine
aminotransferase(ALT)とビタミンB6濃度の関連.第68回⽇本臨床検査医学会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇

国内学会発表 13 堀内裕紀, ⼀⾊美和, ⾕⼝明徳, 藤村純也, ⽥部陽⼦, 佐藤尚武,三井⽥孝.フローサイトメトリー検査実践講座:基礎から分かる結果解釈　フローサイトメトリー検査でリンパ球領域に
腫瘍細胞が出現したT lymphoblastic leukemia(T-ALL)の⼀例.第68回⽇本臨床検査医学会学術集会, 富⼭、2021年 11⽉11-14⽇

国内学会発表 14 井川ジーン，⼭本剛正，⾺場優苗，篠塚⽊乃実，由利⿇⾐⼦，脇⽥満，藍智彦，三澤成毅，⽥部陽⼦，三井⽥ 孝.新規SARS-CoV-2⾎清抗体検査試薬の基礎性能およ
び有⽤性評価. ⽇本医療検査科学会第53回⼤会, 横浜, 2021年10⽉8-10⽇

国内学会発表 15 篠塚⽊乃美，⾺場優苗，井川ジーン，⼭本剛正，由利⿇⾐⼦，脇⽥満，藍智彦，三澤成毅，⽥部陽⼦，三井⽥孝.SARS-CoV-2抗S蛋⽩IgM抗体および抗IgG抗体の重
症度別陽性率の推移. ⽇本医療検査科学会第53回⼤会, 横浜, 2021年10⽉8-10⽇

国内学会発表 16 ⾺場優苗，篠塚⽊乃美，⽥部陽⼦，三井⽥孝.Alinity SARS-CoV-2 IgG 抗S抗体定量試薬と抗N抗体定性試薬を⽤いた抗体陽性率の⽐較. ⽇本医療検査科学会第53回
⼤会, 横浜, 2021年10⽉8-10⽇

国内学会発表 17 堀内裕紀, ⼀⾊美和, ⾕⼝明徳, 藤村純也, ⽥部陽⼦, 佐藤尚武, 三井⽥孝.COVID-19患者の重症化予測マーカーとしての顆粒リンパ球数と⾚⾎球分布幅(RDW-SD)の変化.
第22回⽇本検査⾎液学会学術集会, 平塚, 2021年9⽉11-12⽇

国内学会発表 18 ⼀⾊美和, 堀内裕紀, ⾕⼝明徳, 藤村純也, ⽥部陽⼦, 佐藤尚武, 三井⽥孝.フローサイトメトリー検査でリンパ球領域に腫瘍細胞が出現したT-ALLの⼀例. 第31回⽇本サイトメト
リー学会学術集, Web開催, 2021年6⽉26-27⽇

国内学会発表 19 ⼩林輝星, 鈴⽊浩也, 三井⽥孝, 関⼾好孝, 村上（渡並）優⼦.悪性中⽪腫においてBAP1変異と合成致死表現型を⽰す遺伝⼦の機能解析.第80回⽇本癌学会学術総会, 横
浜, 2021年9⽉30⽇-10⽉2⽇

国内学会発表 20 丹下将希, 鈴⽊浩也, 三井⽥孝, 関⼾好孝, 村上（渡並）優⼦.BAP1変異悪性中⽪腫細胞株におけるCHK2の役割.第25回⽇本がん分⼦標的治療学会学術集会, Web開催,
2021年5⽉26-28⽇

国内学会発表 21 鈴⽊浩也, 向井智美,三井⽥孝, 関⼾好孝, 村上（渡並）優⼦.LATS2変異悪性中⽪腫細胞株に対する新規合成致死遺伝⼦を標的とした抗悪性腫瘍活性の包括的評価.第25
回⽇本がん分⼦標的治療学会学術集会, Web開催, 2021年5⽉26-28⽇

国内学会発表 22

国内学会発表 23 杉原匡美、柿⽊　亮、村⼭　尚、三井⽥　孝、櫻井　隆、森本幸⽣、呉林なごみ.拡張型⼼筋症モデルマウスにおける⾃発運動の効果．第7回⽇本筋学会学術集会，京都（ハイブ
リッド開催），2021年12⽉11-12⽇

⽇向正信，⼭本剛正，⽯川紗佳，脇⽥満，出居真由美，藍智彦，三澤成毅，⽥部陽⼦，三井⽥孝.イムノクロマト法による抗SARS-CoV-2抗体検査試薬4種の重症度別性
能評価,  第32回 ⽇本臨床微⽣物学会総会・学術集会, Webオンデマンド, 2021年１⽉29 -31⽇



国内学会発表 24 宋　書馨，吉⽥　菜穂⼦，稲葉　悠，堀　敦詞，福⽥　直到，三井⽥　孝，美⽥　敏宏．⾎清リポタンパクは熱帯熱マラリア原⾍の増殖を促進するのか︖第80回⽇本寄⽣⾍学会
東⽇本⽀部⼤会（WEB開催）、2021年10⽉30⽇

国内学会発表 25

国内学会発表 26 橋⽖茜, 佐伯春美, 中澤武司, 冨⽥茂樹, 三宅⼀徳, ⽯和久, ⿑藤啓. 腹膜腫瘍を疑い、腹膜⽣検で確定診断を得た結核の2例. ⽇本臨床検査医学会誌 69(補) 180, 富⼭
市，2021/11/11〜14

国内学会発表 27 丸橋遼太, 林 崇, 喜納勝成, 三宅⼀徳, 中澤武司, 南條友央太, 佐々⽊信⼀. SARS-CoV-2 RNAワクチン接種後の⾎清抗Spike抗体定量値の2種試薬での⽐較. ⽇本臨床検
査医学会誌 69(補) 149,  富⼭市，2021/11/11〜14

国内学会発表 28 澤⽥ 朝寛, 中村 紀⼦, 森本 愛, 狩⾕ 敦⼦, 槇 亮介, 伊藤 聡史, 多⽥ 直記, 喜納 勝成, ⼤久保 光夫, 三宅 ⼀徳. 巨核球異形成判別におけるPLT Matrixの有⽤性につい
て. ⽇本検査⾎液学会雑誌 22巻(学術集会) S177, 平塚市，2021/09/11〜12

国内学会発表 29 友⽥美穂⼦, 上東野誉司美, 宗和憲, 阿部仁, 関根凜太郎, 三宅⼀徳, 杉⼭裕⼦, 中⼭耕之介. 汎⽤遠⼼機を⽤いた集細胞塗抹標本作製法における体腔液検体の異型細胞検
出率について. ⽇本医学検査学会抄録集(70回) 379, 福岡市(Web併催), 2021/5/15〜6/14

国内学会発表 30 上林慧也, 関⽥綱基, ⼩野翔平, 中澤このみ, 海原和⼰, 阿部仁, 三宅⼀徳, 中⼭耕之介. プレアルブミン測定に影響を及ぼしたIgM-κ型M蛋⽩⾎症. ⽇本医学検査学会抄録集
(70回) 186, 福岡市(Web併催), 2021/5/15〜6/14

国内学会発表 31 関根凜太郎, 梅原翼, 池上満ちる, 永尾千夏, 海原和⼰, 阿部仁, 三宅⼀徳, 中⼭耕之介. 汎⽤スイング型遠⼼機を⽤いた集細胞法による体腔液集細胞分画⽐の検討　引きガラ
ス法による標準化提案法との⽐較. ⽇本医学検査学会抄録集(70回) 166, 福岡市(Web併催), 2021/5/15〜6/14

国内学会発表 32 関⼝康宣, 飯塚弘⼦, 瀧澤春⼦, 三森徹, 冨⽥茂樹, 泉浩, ⼤久保光夫, 三宅⼀徳, ⼤澤俊也, 澤⽥朝寛, 吉川征⼀郎, ⼤倉英浩, 野⼝雅章.妊娠中の脳内出⾎を伴うETと産
褥期の脳梗塞の⼀例. ⽇本⾎栓⽌⾎学会誌 32(2) 249, Web開催, 2021/5/28〜31

国内学会発表 33 ⼤澤俊也, 多⽥直記, ⼭際⾥奈, 澤⽥朝寛, 三宅⼀徳, ⼤久保光夫. Plerixafor適正使⽤のためのCD34+細胞に基づく閾値. ⽇本輸⾎細胞治療学会誌 67(2) 317, 東京,
2021/6/04〜6

国内学会発表 34 五⼗嵐岳,　上原由紀,　 鯉渕 晴美,　堀内裕紀,　上蓑 義典,　⼩笠原理恵　(パネリスト参加).第 59 回⽇本臨床検査専⾨医会 委員会企画（⼥性⽀援WG）　講演会 「⽇本
臨床検査専⾨医会として考える⼥性医師⽀援の⽅向性」．第68回⽇本臨床検査医学会学術集会,　富⼭(ハイブリッド　11/11-14), 2021

国内学会発表 35 ⼟⽥ 嶺哉, ⼩堀 祐太朗, ⼩倉 直也, 増⽥ 友紀, 中村 ⽂⼦, 杉原 匡美.⾼齢における尿アルブミン定量による腎障害の評価.　第68回⽇本臨床検査医学会学術集会, 富
⼭,2021年11⽉11-14⽇

国内学会発表 36 ⼤⽯ 紫緒⾥、松本 展希、鈴⽊ 浩也、岡⽥ 知⼦、今村 亨、村上（渡並） 優⼦　肺がん細胞株 A549 における FGF13 の発現とシスプラチン耐性の関係　第80回⽇本癌学会、
横浜、2021年10⽉1⽇

国内学会発表 37 渋⾕茉璃乃, 陸⽥優芽, 堀内優奈, ⻲⽥貴寛, ⼾塚実, ⼤川⿓之介. 固相化リポソーム結合ゲルビーズを⽤いたリン脂質引き抜き能評価法の確⽴. 第15回⽇本臨床検査学教育学
会学術⼤会, Web開催,  2021年8⽉18⽇-19⽇

国内学会発表 38 宮腰恒広, 陸⽥優芽, 堀内優奈, ⻲⽥貴寛, ⼾塚実, ⼤川⿓之介. ILG法を⽤いた⾼⽐重リポタンパクのコレステロール引き抜き能の測定におけるビリルビンの影響回避の検討. ⽇本
医療検査科学会第53回⼤会, 横浜市, 2021年10⽉8⽇-10⽇

国内学会発表 39 陸⽥優芽, 堀内優奈, ⻲⽥貴寛, ⼾塚実, ⼤川⿓之介. 固相化リポソーム結合磁気ビーズ法の開発と評価. 第61回⽇本臨床化学会年次学術集会, 博多市, 2021年11⽉5⽇-7
⽇

井川ジーン，⼭本剛正，脇⽥満，出居真由美，藍智彦，三澤成毅，⽥部陽⼦. COVID-19患者における重症度別の抗体陽性率, 第32回 ⽇本臨床微⽣物学会総会・学術集
会, Webオンデマンド, 2021年 1⽉29-2⽉28⽇



区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 三井⽥孝.脂質に関する最近の話題.『⽇常検査における注意点』から『次回ガイドラインの改訂』まで.第70回⽇本医学検査学会, Web開催, 2021年5⽉15-6⽉14⽇（ランチョンセミ

ナー）
特別講演・
招待講演 2 三井⽥孝.不思議な粒⼦︓HDL 研究の魅⼒. 第39 回⽇本臨床化学会甲信越⽀部総会・第19 回⽣物試料分析科学会甲信越⽀部総会, Web開催, 2021年7⽉17⽇, (特別

記念講演)
特別講演・
招待講演 3 ⽥部陽⼦. ⾻髄異形成症候群の検査診断の最新情報　⾎球異形成判定の重要性／AIによる形態学的判定, 第28回⽇本輸⾎・細胞治療学会秋季シンポジウム, Web, 2021年

10⽉8⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 三井⽥孝.トリグリセライドのABCを学ぶ〜随時採⾎のポイントも含め〜.パルモディアWebカンファレンス, Web開催, 2021年3⽉29⽇

その他
（広報活動を含む）

2 ⽥部陽⼦.「⾎液学検査とAI」, ⽇本臨床検査専⾨学院　第46期　⾎液学コース, 東京, Web,  2021年12⽉2⽇

その他
（広報活動を含む）

3 ⽥部陽⼦. 「「がん」を知ろう︕」,  東京都教育庁 令和３年度東京都がん教育に関する外部講師, 東京, 2021年7⽉16⽇

その他
（広報活動を含む）

4 ⽥部陽⼦. 臨床検査専⾨医のキャリアパス・⼤学病院の専⾨医業務紹介,  第５回医学⽣・研修医のための臨床検査ハンズオンセミナー, ⽇本臨床検査医学会 ワークバランス委員会
近畿⽀部, Web, 2021年 8⽉1⽇

その他
（広報活動を含む）

5 ⽥部陽⼦. 「臨床検査室の国際標準規格であるISO 15189と遺伝⼦検査に求められる事項」,  順天堂⼤学 難病・遺伝学セミナー, 東京, 2021年6⽉16⽇

その他
（広報活動を含む）

6 ⽥部陽⼦. 「順⼤-シスメックス、⾎液がんをAI診断、好感度に病型判別」,  化学⼯業⽇報, 2021年2⽉17⽇版

その他
（広報活動を含む）

7 ⽥部陽⼦.「⽩⾎病細胞、周囲の細胞を利⽤-ミトコンドリアを取り込む　順天堂⼤学、⽶国MDアンダーソンがんセンター共同研究グループ」,  薬事⽇報, 2021年10⽉1⽇版

その他
（広報活動を含む）

8 福⽥洋. 「医療従事者と職員とで抗体陽性率有意差なし　順天堂⼤の研究結果」,  週刊病院新聞, 2021年6⽉17⽇版

その他
（広報活動を含む）

9 三宅⼀徳.2.臨床化学⼀般検査. 令和２年度第54回臨床検査精度管理調査報告書, ⽇本医師会東京都衛⽣検査所精度管理事業報告書 62-80,97-101, 2021

その他
（広報活動を含む）

10 三宅⼀徳.Ⅲ　検査項⽬別評価　１．⽣化学検査．令和元年度第38回東京都衛⽣検査所精度管理事業報告書, 東京都福祉保健局医療政策部 16-22, 2021

その他
（広報活動を含む）

11 三宅⼀徳.Ⅳ　医療機関別・検査異常値出現頻度. ⽣活習慣病予防検診・特定保健指導　事業年報―令和2年度版. ⼀般社団法⼈東京都総合組合保険施設振興協会 41-
61, 2021

その他
（広報活動を含む）

12 三宅⼀徳.Ⅴ 検査項⽬別・年代別検査値分布. ⽣活習慣病予防検診・特定保健指導　事業年報―令和2年度版. ⼀般社団法⼈東京都総合組合保険施設振興協会 63-72,
2021

その他
（広報活動を含む）

13 堀　敦詞.学会賞（奨励賞）,⽇本臨床化学会,2021年11⽉6⽇


